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７月29日（花の駅・片品）・30日（越本分校）に
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形をつくり、夏休みの一日を楽しんでいました。
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市
町
村
合
併
は
そ
こ
で
暮
ら

す
住
民
の
た
め
に
行
う
べ
き
も

の
で
、
国
や
県
、
村
が
無
理
や

り
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
自
身
が
考

え
、
判
断
し
て
決
定
す
る
こ
と

が
原
則
で
す
。
片
品
村
の
将
来

を
長
期
的
な
観
点
か
ら
展
望
し
、

子
供
や
お
年
寄
り
が
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
併
は
自
治
体
の
規
模
拡
大

や
行
財
政
の
効
率
化
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
な
ど
を

図
る
た
め
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
問

題
を
通
じ
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

将
来
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て
一

人
ひ
と
り
考
え
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

片
品
村
議
会
で
は
、
昨
年
十

二
月
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
任
意
の
組
織

と
し
て
、
議
員
全
員
で
構
成
す

る
「
合
併
問
題
研
究
会
」
を
設
置

し
、
議
会
の
立
場
か
ら
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
を
目
的
に
総
合
交
流

施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
花
の
駅

片
品
も
、
お
陰
様
に
て
十
月
に
四

周
年
を
迎
え
ま
す
。

四
周
年
を
記
念
し
、
私
た
ち
の

住
む
片
品
村
の
益
々
の
発
展
を
願

い
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
お
楽
し

み
頂
け
る
も
の
を
用
意
し
て
「
感

謝
祭
」
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

・
前
夜
祭

平
成
十
四
年
十
月
十
九
日
（
土
）

・
感
謝
祭

平
成
十
四
年
十
月
二
十
日
（
日
）

◆
場
所
／
花
の
駅
広
場
及
び
館
内

◆
主
催
／
花
の
駅
・
片
品
「
感
謝

祭
」
実
行
委
員
会

◆
イ
ベ
ン
ト
予
定
内
容

○
前
夜
祭

楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
の
抽
選
会
、
ふ
る
ま
い
酒
、
ヨ

ー
ヨ
ー
つ
り
、
お
で
ん
、
ラ
ー
メ

ン
、
わ
た
が
し
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

楽
し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど

○
感
謝
祭
当
日

大
抽
選
会
、
大
な
わ
と
び
大
会
、

ミ
ニ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
か

か
し
大
会
、
吹
奏
楽
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
特
産

品
や
手
づ
く
り
品
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
子
供
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
な
ど

◆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募

集
（
九
月
募
集
、
あ
ら
か
じ
め
ご

準
備
く
だ
さ
い
）

詳
細
は
、
別
途
チ
ラ
シ
等
で
お

伝
え
し
ま
す
。

◆
ス
テ
ー
ジ
発
表
者
募
集

希
望
者
は
、
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

歌
、
踊
り
、
演
奏
な
ど

◆
ミ
ニ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

出
場
者
募
集
（
九
月
募
集
、
あ

ら
か
じ
め
ご
準
備
く
だ
さ
い
）

ル
ー
ル
等
の
詳
細
は
、
別

途
チ
ラ
シ
等
で
お
伝
え
し
ま

す
。

◆
大
な
わ
と
び
大
会
出
場
者
募

集
（
九
月
募
集
、
あ
ら
か
じ

め
ご
準
備
く
だ
さ
い
）

・
小
学
生
低
学
年
の
部

（
ま
わ
し
手
二
人
＋
と
び

手
六
人
）

・
小
学
生
高
学
年
の
部

・
中
高
校
生
の
部

・
一
般
の
部

（
ま
わ
し
手
二
人
＋
と
び
手
八

人
）と

び
手
が
最
初
か
ら
な
わ
の
中

に
入
っ
て
ま
わ
し
、
全
員
が
そ
ろ

っ
て
何
回
跳
べ
た
か
を
競
い
ま
す
。

二
回
行
い
、
合
計
回
数
の
多
い

チ
ー
ム
の
勝
ち
で
す
。

な
わ
の
種
類
（
太
さ
、
長
さ
）

は
自
由
で
す
。
花
の
駅
で
も
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

広報かたしな H14. 8

市
町
村
合
併
を

議
論
し
ま
し
ょ
う

片
品
村
議
会
合
併
問
題
研

究
会
設
置

Q&A
市町村合併に関する
お問い合わせは役場
総務課まで
158－2111

質問：地方分権てなーに？

答：明治維新から今日まで百数十年にわたって、国では権限､財源､情報､人材を中央に
集中させ、全国民すべての統一性と公平性を重視してきたため、地域的な諸条件が軽視
された地域行政が行われてきました。今、グローバル化した新しい時代の状況と課題に
的確に対応し、個性豊かな地域社会の実現を図るため、市町村が地域行政の中心となる
ように、国と地方公共団体が分担すべき役割を明確にし、決定権限を地方に移譲しよう
というものです。
これによって、住民自らが地域のことを考え創意工夫し、地方公共団体が自主性、自

立性をもって、自らの判断と責任の下に、地域の実情にあった行政を行っていくことに
なります。また、市町村主導の地方行政に変えてゆくには、専門的なスタッフを必要と
し、それなりの規模と実力を備えていかなければならないわけです。

1 20
7111

花
の
駅
・
片
品

感
謝
祭
お
楽
し
み
に
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全
国
の
市
町
村
数
は
、
こ
れ
ま
で

二
回
の
大
き
な
全
国
的
な
合
併
に
よ

り
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
明
治
の
大
合
併
」
と
「
昭
和

の
大
合
併
」
で
あ
り
、
こ
の
二
回
の

大
合
併
を
経
て
、
ほ
ぼ
現
在
の
市
町

村
の
区
域
が
出
来
上
が
っ
た
と
い
え

ま
す
。

明
治
の
大
合
併
は
、
戸
籍
管
理
、

小
学
校
事
務
が
出
来
る
規
模
、
三
百

か
ら
五
百
戸
を
標
準
と
し
た
合
併
が

進
め
ら
れ
、
全
国
の
市
町
村
数
は
約

五
分
の
一
に
減
少
し
ま
し
た
。

昭
和
の
大
合
併
は
、
中
学
校
を
設

置
で
き
る
規
模
、
人
口
八
千
人
を
標

準
と
し
た
合
併
が
進
め
ら
れ
、
全
国

で
約
三
分
の
一
に
減
少
し
て
い
ま

す
。今

回
の
合
併
は
、
全
国
三
、
二
二

〇
余
り
あ
る
市
町
村
数
の
う
ち
、
人

口
が
一
万
人
に
満
た
な
い
小
規
模
の

町
村
が
一
、
五
〇
〇
も
あ
り
ま
す
。

平
成
十
一
年
四
月
地
方
分
権
一
括

法
が
施
行
さ
れ
、
こ
う
い
う
小
規
模

な
町
村
に
つ
い
て
は
行
財
政
能
力
を

備
え
て
い
な
い
団
体
が
多
く
、
地
方

分
権
に
よ
る
住
民
の
期
待
に
応
え
る

た
め
に
も
市
町
村
が
お
も
い
き
っ
て

再
編
成
し
て
、
そ
の
地
域
の
行
政
を

主
体
的
に
処
理
す
る
だ
け
の
行
財
政

能
力
を
備
え
て
も
ら
い
た
い
。
と
い

う
こ
と
で
政
府
は
合
併
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

明
治
か
ら
今
日
ま
で
の
合
併
の
変

遷
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
町
村
合
併
と
は
、「
二
つ
以
上

の
市
町
村
の
区
域
の
全
部
若
し
く
は

一
部
を
も
っ
て
市
町
村
を
置
き
、
ま

た
は
市
町
村
の
区
域
の
全
部
若
し
く

は
一
部
を
他
の
市
町
村
に
編
入
す
る

こ
と
で
市
町
村
の
数
の
減
少
を
伴
う

も
の
」
を
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
合
併
特
例
法
第
二
条
）「
市
町
村
の

合
併
」
は
通
常
、
新
設
合
併
（
対
等

合
併
）
と
編
入
合
併
（
吸
収
合
併
）

の
ふ
た
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
新
設
合
併

ふ
た
つ
以
上
の
市
町
村
が
い
っ
し

ょ
に
な
っ
て
新
し
い
市
町
村
を
つ

く
り
ま
す
。
合
併
に
よ
り
す
べ
て

の
市
町
村
が
な
く
な
り
、
新
た
な

市
町
村
が
誕
生
し
ま
す
。

○
編
入
合
併

ひ
と
つ
以
上
の
市
町
村
の
区
域
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
、
他
の
市
町

村
に
加
え
る
合
併
で
す
。

広報かたしな H14. 8

先月号の広報では、「合併の利点と弊害」についてお知らせしました。今回は合併を取り巻く環
境について考えてみます。
それぞれの市町村は歴史的な背景や地理的条件が違っており、市町村合併は、将来にわたる片

品村のあり方や住民生活に大きな影響をおよぼすことから、片品村民の考え方を充分踏まえた上
で決定していかなければなりません。

全
国
の
市
町
村
数
は
時
代
の

変
化
と
と
も
に
減
少
し
規
模

を
大
き
く
し
て
い
ま
す

市
町
村
合
併
っ
て
ど
ん
な
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か

71,314

15,859

12,315

10,505

9,868

3,975

3,472

3,392

3,257

3,253

3,234

3,229

3,226

10,982

8,511

7,616

1,574

981

827

640

601

577

568

567

1,242

1,784

1,966

1,903

1,935

2,005

1,974

2,001

1,994

1,990

1,987

39

91

210

286

498

556

560

643

651

663

671

672

明治21年

明治22年

大正11年

昭和22年

昭和28年

昭和31年

昭和36年

昭和40年

昭和50年

昭和60年

平成 7年

平成11年

平成13年

年 市 町 村 計 備　　　 考

市制町村制施行　※明治の大合併

地方自治法施行

町村合併促進法施行

新市町村建設促進法施行

※昭和の大合併

合併特例法施行

合併特例法施行一部改正

合併特例法施行一部改正

合併特例法施行一部改正

地方分権一括法施行

（71,314）

（15,820）
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「
私
こ
の
講
座
の
た
め
に
、
友
達

に
教
え
て
も
ら
っ
た
の
」、「
初
め
て

な
ん
だ
け
ど
大
丈
夫
か
ね
」
な
ど
と

い
う
言
葉
が
聞
か
れ
る
中
、
初
め
て

の
人
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
約
二
十
名

の
参
加
の
中
、
ゴ
ル
フ
教
室
が
始
ま

り
ま
し
た
。

初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
習
で

は
、
ク
ラ
ブ
の
握
り
方
、
ス
タ
ン
ス
、

ふ
り
方
な
ど
の
指
導
か
ら
始
ま
り
、

ボ
ー
ル
を
実
際
に
打
つ
感
覚
な
ど
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
経
験

者
は
、
普
段
自
分
が
気
づ
い
て
い
な

い
ス
イ
ン
グ
の
癖
を
修
正
す
る
こ
と

を
中
心
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
講
習
の
時
間
を
増
や

し
た
こ
と
で
十
分
な
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
た
あ

と
の
打
球
は
、
今
ま
で
の
も
の
と
違

う
感
覚
を
受
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ハ
ー
フ
プ
レ
ー
で
は
、
経
験
者
を

中
心
と
し
て
コ
ー
ス
に
出
ま
し
た
。

ス
コ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
ゴ
ル

フ
の
楽
し
さ
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

黄
綬
褒
章
受
章
者
（
指
物
師
）
を

迎
え
、
桐
の
木
を
使
っ
た
筆
箱
づ
く

り
を
実
施
し
ま
し
た
。
木
を
切
り
、

か
ん
な
を
か
け
、
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー

で
削
り
、
と
の
こ
を
塗
る
な
ど
の
過

程
を
経
て
、
自
分
だ
け
の
筆
箱
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
は
じ
め
は
お
ぼ
つ
か

い
な
い
手
つ
き
で
作
業
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
一
時
間
を
経
過
す
る
頃
か

ら
は
、
か
ん
な
な
ど
の
道
具
に
も
慣

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
難
し
い

と
こ
ろ
は
、
講
師
の
方
が
親
切
に
手

伝
っ
て
く
れ
た
の
で
、
全
員
が
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
休
み

の
一
日
、
子
ど
も
達
に
は
良
い
思
い

出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
成
十
五
年
一
月
の
成
人
式
の
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
新
成
人
の

皆
さ
ん
、
一
度
し
か
な
い
成
人
式
と

い
う
儀
式
を
自
分
た
ち
の
力
で
運
営

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
一
回
の
実
行
委
員
会
は
、
秋
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
を
や

っ
て
み
た
い
人
は
、
８
月
末
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
事
務
局
（
1
五
八
―

二
一
一
一
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
十
四
年
七
月
十
日
（
水
）
第

一
回
少
年
の
主
張
「
尾
瀬
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
中
高
一
貫
教
育
の
一

貫
と
し
て
片
品
中
学
校
、
利
根
中
学

校
、
利
根
多
那
中
学
校
、
尾
瀬
高
校

一
年
生
各
ク
ラ
ス
一
名
合
計
二
十
名

で
、
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
六
号
の
影
響
で
悪

天
候
で
し
た
が
予
定
通
り
二
十
名
の

生
徒
が
元
気
に
発
表
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

利
根
中
二
年
生
　
新
井
　
幹
裕

「
戻
ら
ぬ
命
」

優
秀
賞

片
品
中
三
年
生
　
星
野
真
里
恵

「
夢
の
実
現
ま
で
」

優
秀
賞

片
品
中
三
年
生
　
風
穴
　
　
拓

「
大
切
な
地
球
に
で
き
る
こ
と
」

優
秀
賞

片
品
中
二
年
生
　
萩
原
　
由
加

「
祖
父
の
こ
と
」

優
秀
賞

利
根
中
二
年
生
　
小
尾
　
匡
司

「
き
れ
い
な
学
校
に
す
る
た
め
に
」

優
秀
賞

多
那
中
三
年
生
　
津
久
井
あ
す
か

「
同
じ
生
き
る
も
の
と
し
て
」

優
秀
賞

尾
瀬
高
一
年
生
　
半
田
　
兼
士

「
豊
か
な
時
間
」

以
上
の
結
果
で
し
た
。

尚
、
片
中
の
優
秀
賞
三
人
の
中
か

ら
一
名
が
八
月
三
十
日
（
金
）
川
場

村
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
る
少
年
の

主
張
利
根
沼
田
大
会
に
片
品
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
す
。

広報かたしな H14. 8

９月９月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
か
た
し
な
婦
人
カ
レ
ッ
ジ

「
人
権
学
習
」

・
寿
大
学
「
陶
芸
教
室
」

・
第
六
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

・
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

第
四
回

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ

☆
社
会
体
育
関
係

・
第
四
五
回
村
民
運
動
会

・
第
四
○
回
郡
民
体
育
大
会
（
柔

道
・
剣
道
会
場
）

☆
学
校
関
係

◇
片
小

・
秋
季
大
運
動
会

・
校
内
水
泳
記
録
会

◇
北
小

・
秋
季
大
運
動
会
兼
北
部
地
区

合
同
運
動
会

◇
南
小

・
秋
季
大
運
動
会

・
避
難
訓
練

・
４
年
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

南
小
・
第
三
区

◇
武
小

・
地
区
と
合
同
の
秋
季
大
運
動
会

◇
片
中

・
校
内
弁
論
大
会

・
体
育
祭

・
環
境
講
座
（
一
年
）

・
植
生
調
査
（
二
年
）

・
第
二
回
尾
瀬
地
域
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

７
日

19
日

下
旬

25
日

22
日

15
日

23
日

７
日

13
日

７
日

７
日

12
日

19
日

７
日

６
日

10
日

13
日

26
日

27
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

生涯学習コーナー

平
成
十
四
年
度

少
年
の
主
張「
尾
瀬
大
会
」

平
成
十
五
年

片
品
村
成
人
式
実
行
委
員

募
集

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ

「
ゴ
ル
フ
教
室
」
７
月
14
日

か
た
し
な
ガ
キ
大
将
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

「
木
工
教
室
」
７
月
23
日
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グランプリ！！

片品村商品券５万円分
＋
副　　賞

準グランプリ！！

片品村商品券３万円分
＋
副　　賞

そそのの他他各各賞賞商商品品券券ななどどのの豪豪華華賞賞品品あありり
かかかかししをを作作っってて応応募募ししよようう

●応募作品／手づくりの「かかし」
●作品規格／高さ１ｍ以上とし、期間中屋外で耐えられるもの。
その他については制限はありません。

●出品申込／電話等で、９月20日までに申し込んで下さい。
●申込先・問い合わせ先／〒378-0408 群馬県利根郡片品村花咲1113

花の駅・片品「花咲の湯」 1 0278-20-7111 ＦＡＸ 0278-58-4433

●作品搬入／９月28日～30日　エントリーされた番号の場所へ自ら設置してください。
尚、９月27日午後４時に会場に持ってきて頂ければ設置を手伝います。（雨天は翌日）

●審査／花の駅・片品「感謝祭」実行委員会が委嘱する審査員により、10月15日行います。
●表彰式／10月20日感謝祭会場にて行います。
●搬出／10月27日の農協収穫祭で展示しそれ以降、本人の家に直接届けます。
●展示期間が20日と長いため開催期間中、形が崩れた場合には、本人に修復をお願いします。

●各賞／・グランプリ　１本（片品村商品券５万円分＋副賞）
・準グランプリ　１本（片品村商品券３万円分＋副賞）・その他特別賞あり

・一般部門及び小中学生の部門　　各部門とも優秀賞、入選、佳作、努力賞あり

◆会場／善福寺前
◆主催／花の駅・片品「感謝祭」実行委員会
◆後援／片品村・片品村観光協会・片品村農業協同組合・片品村商工会・片品村森林組合

昨年のグランプリ 昨年の準グランプリ
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手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い

て
、
ま
だ
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
　
象

◎
児
童
扶
養
手
当

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
あ
る
児
童

（
障
害
の
あ
る
場
合
は
二
十
歳
未
満

の
児
童
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
者
を
監
護
し
て
い

る
母
子
家
庭
な
ど
の
母
親
ま
た
は
母

親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
。

①
父
母
が
離
婚

②
父
が
死
亡

③
父
が
重
度
の
障
害
者

（
国
民
年
金
一
級
程
度
）

④
父
の
生
死
が
不
明

⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁

⑦
未
婚
の
子

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

二
十
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父

母
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し

て
い
る
方
。

▼
そ
の
他

○
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

＊
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
と
き

＊
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、
養

育
者
を
含
む
）
が
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
昭
和
六
十

年
八
月
一
日
以
降
に
手
当
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
で
、
支
給
要

件
に
該
当
す
る
日
か
ら
五
年
を
経
過

し
た
と
き
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
父
母
な
ど
の
所
得
が
一
定

の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
手
当
の
支

給
が
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段

に
よ
り
手
当
を
受
け
た
と
き
に
は
、

法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

＊
な
お
、
八
月
は
現
況
届
及
び
所
得

状
況
届
の
月
で
す
。
届
出
を
し
な
い

と
手
当
を
受
給
出
来
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
限
内
に
手
続
き
を
行

っ
て
下
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
現
況
届
は
昨
年
ま
で
と
少
し
内

容
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
住
民
課

福
祉
係
内
線
三
十
六
　
ま
で

○
こ
の
貸
付
制
度
は
お
子
さ
ん
の
高

校
・
大
学
等
へ
の
進
学
に
際
し
て
の

必
要
な
資
金
（
支
度
費
用
や
授
業
料

等
）
や
、
就
職
す
る
際
に
必
要
な
資

金
（
衣
類
費
、
通
勤
の
た
め
に
使
う

車
の
購
入
費
等
）
を
お
貸
し
す
る
も

の
で
す
。

○
こ
の
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
詳
し

い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
、

申
し
込
み
を
し
た
い
方
は
、
十
月
末

ま
で
に
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
（
1

二
三
―
二
一
八
五
）
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

現
在
、
片
品
村
の
軽
自
動
車
登
録

台
帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
車
輌
に
つ

き
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
初
年
登
録
か

ら
既
に
三
十
年
以
上
経
過
し
た
も
の

が
若
干
台
数
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
も
所
有
、
使
用
さ
れ
て
い
る

場
合
は
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
所
在
不

明
や
古
物
廃
棄
さ
れ
て
い
る
場
合
、

ま
た
現
在
は
使
用
で
き
な
い
状
態
に

あ
る
車
輌
に
つ
い
て
は
、
ご
面
倒
で

も
廃
車
の
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

廃
車
手
続
き
に
は
、
標
識
（
ナ
ン

バ
ー
）
が
必
要
で
す
が
、
紛
失
し
た

場
合
で
も
印
鑑
を
持
参
す
れ
ば
廃
車

手
続
き
は
で
き
、
代
理
人
で
も
結
構

で
す
か
ら
早
め
に
届
け
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
は
そ

の
ま
ま
課
税
対
象
車
輌
と
し
て
台
帳

に
掲
載
さ
れ
、
翌
年
も
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ

い
。ま

た
、
現
在
所
有
さ
れ
て
い
る
原

動
機
付
自
転
車
及
び
小
型
特
殊
自
動

車
で
、
車
台
番
号
等
が
変
わ
っ
て
い

て
届
け
出
を
さ
れ
て
い
な
い
車
輌
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
ち
ら
も
印
鑑
持

参
の
う
え
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
課
　
軽
自
動
車
税
担
当

農
作
物
等
に
被
害
を
与
え
る
鳥
獣

（
ク
マ
・
シ
カ
・
サ
ル
等
）
に
対
し

て
追
い
払
い
を
実
施
す
る
と
き
に
使

用
す
る
轟
音
玉
（
図
一
参
照
）
が
、

各
地
で
事
故
が
発
生
し
た
た
め
、
取

扱
資
格
が
な
け
れ
ば
購
入
・
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

資
格
に
つ
い
て
は
、
約
三
十
分
の
講

習
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
経
済
課
林
業
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報かたしな H14. 8

ご
存
じ
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

〜
母
子
福
祉
資
金
の

貸
付
制
度
に
つ
い
て
〜

ご
存
知
で
す
か
？

動
物
威
嚇
用
花
火
玉

「
轟
音
玉
」

の
取
扱
い
に
つ
い
て

ご
う
　
お
ん

だ
ま

40mm
 導 火 線�
（表面状燃えて行きません）�

点火口�

（
来
春
　
進
学
・
就
職
予
定
の

児
童
を
も
つ
母
子
家
庭
）

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

Ｃ
Ｃ
以
下
）
及
び
小
型
特
殊

自
動
車
（
耕
運
機
等
）
の
現

況
所
有
等
確
認
に
つ
い
て

（図一）
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一
、
こ
ん
な
時
に
利
用
で
き
ま
す

・
工
場
や
店
舗
の
増
改
築
、
機
械

器
具
の
購
入
な
ど
の
た
め
に
設

備
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
。

・
仕
入
れ
や
諸
経
費
支
払
い
な
ど

運
転
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
。

二
、
資
金
の
概
要

（
一
）
融
資
対
象
者

原
則
と
し
て
、
村
内
で
一
年
以

上
継
続
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

る
中
小
企
業
者
で
、
村
税
及
び

県
税
に
滞
納
が
無
い
者

（
二
）資
金
使
途

①
設
備
資
金

②
運
転
資
金

（
三
）
融
資
限
度
額

一
〇
〇
〇
万
円

（
四
）
融
資
期
間

設
備
資
金
　
七
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
６
ヶ
月
以
内
）

運
転
資
金
　
五
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
６
ヶ
月
以
内
）

（
五
）
融
資
利
率
　
　
年
二
、
七
％

（
六
）申
込
期
間
　
　
随
　
時

（
七
）
担
保
・
保
証
人

保
証
人
が
必
要
で
す

※
必
ず
保
証
協
会
の
保
証
を

付
け
て
い
た
だ
き
ま
す

（
八
）申
込
窓
口
　
各
金
融
機
関

（
九
）取
扱
金
融
機
関

群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店

利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

一
、
資
金
の
概
要

（
一
）融
資
対
象
者

県
内
で
一
年
以
上
継
続
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
者

で
、
次
の
産
業
分
野
で
事
業
を
営

む
者
、
ま
た
は
、
次
の
産
業
分
野

に
新
た
に
進
出
し
よ
う
と
す
る
者

①
環
境
関
連
産
業

ア
　
環
境
保
全
・
保
護
に
関
連
す
る

産
業
分
野
（
産
業
廃
棄
物
処
理

業
を
除
く
。）

②
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
産
業

ア
　
生
物
の
機
能
を
応
用
し
た
産
業

分
野

③
健
康
・
福
祉
・
シ
ル
バ
ー
関
連

産
業

ア
　
健
康
の
増
進
に
関
連
す
る
産
業

分
野

イ
　
福
祉
関
連
産
業
分
野

ウ
　
シ
ル
バ
ー
関
連
産
業
分
野

（
二
）資
金
使
途

①
設
備
資
金

②
運
転
資
金

（
三
）融
資
限
度
額

五
〇
〇
〇
万
円
（
う
ち
運
転
資

金
三
〇
〇
〇
万
円
）

（
四
）融
資
期
間

設
備
資
金
　
一
〇
年
以
内
（
う

ち
据
置
期
間
二
年
以
内
）

運
転
資
金
　
五
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
一
年
以
内
）

（
五
）融
資
利
率

二
・
三
％
以
内
（
保
証
協
会
付

き
は
一
・
九
％
以
内
）

（
六
）申
込
期
間
　
　
随
時

（
七
）担
保
・
保
証
人

融
資
を
受
け
る
金
融
機
関
や
信

用
保
証
協
会
（
信
用
保
証
を
付

す
場
合
）
と
相
談

（
八
）申
込
窓
口
　
渋
川
行
政
事
務
所

労
働
経
済
課

（
九
）取
扱
金
融
機
関
　
銀
行
・
信
用

金
庫
・
信
用
組
合
・
商
工
中
金

二
、
本
資
金
の
メ
リ
ッ
ト

・
融
資
対
象
と
し
て
、
制
度
融
資

で
は
じ
め
て
産
業
分
野
に
着
目

し
た
要
件
を
採
用
し
、
該
当
判

断
が
比
較
的
緩
や
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

・
本
資
金
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、
中
小
企
業
設
備
支
援
資

金
に
比
べ
て
融
資
利
率
が
〇
･

四
％
下
が
り
、
利
用
者
の
負
担

軽
減
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
・
脱
退
す
る
と
き
に
は
、
十
四
日

以
内
に
保
健
課
窓
口
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

届
け
出
日
か
ら
加
入
日
ま
で
の
国
保

税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
た
と
き
は
、
国
保
を
脱
退
す

る
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を

し
な
い
と
、
国
保
と
職
場
の
健
康
保

険
に
二
重
に
保
険
税
を
支
払
う
こ
と

に
な
っ
た
り
、
医
療
費
を
返
還
す
る

こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

◎
国
保
に
加
入
す
る
と
き

会
社
が
出
す
離
脱
証
明
書
・
家
族

が
国
保
に
加
入
し
て
い
れ
ば
そ
の
国

民
健
康
保
険
証
・
印
鑑

◎
国
保
を
脱
退
す
る
と
き

社
会
保
険
証
・
国
民
健
康
保
険

証
・
印
鑑

【
問
合
せ
先
】

保
健
課
　
国
保
係
（
内
線
三
二
）

応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
技
術
を
広
く
村
民
の
皆
様
に
習
得

し
て
も
ら
う
た
め
、
普
通
救
命
講
習

会
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

九
月
七
日
（
土
）
〜

午
前
九
時
〜
十
二
時
ま
で

場
　
所

東
消
防
署
会
議
室

定
　
員

三
〇
名
（
先
着
順
）

講
習
内
容

応
急
手
当
の
重
要
性
や

そ
の
必
要
性
、
心
肺
蘇
生
法
、
止

血
法
等
に
つ
い
て

申
込
先
・
問
合
せ
先

申
込
期
間
　
八
月
十
日
（
月
）
〜

九
月
六
日
（
金
）

東
消
防
署
　
1
五
六
―
二
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
五
六
―
二
三
四
〇

直
接
又
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

同
署
に
あ
り
ま
す
。

受
講
料

無
料

個
人
や
事
業
所
等
が
所
有
し
て
い

る
家
屋
等
に
で
き
た
蜂
の
巣
に
つ
い

て
は
、
そ
の
所
有
者
が
駆
除
す
る
か
、

専
門
業
者
へ
依
頼
し
駆
除
を
行
っ
て

下
さ
い
。

な
お
、
老
人
世
帯
・
母
子
家
庭
の

方
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
に
て

駆
除
を
行
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

又
、
個
人
で
行
う
場
合
、
東
消
防

署
で
駆
除
用
の
服
の
貸
出
し
を
、
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
借
り
た

い
場
合
は
東
消
防
署
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
1
五
六
―
二
三
〇
〇

広報かたしな H14. 8

制
度
融
資
の
ご
案
内

片
品
村
小
口
資
金

次
世
代
産
業
支
援
資
金

国
保
の
加
入
と
脱
退
は

十
四
日
以
内
に
届
け
出
を

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

蜂
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
四
年
七
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

尾
瀬
沼
の
霧
に
午
鳴
く
虎
鶫

愛
鳥
週
荘
の
ポ
ス
ト
に
雛
六
羽

吊
橋
の
風
変
り
け
り
夕
河
鹿

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

ガ
ラ
ス
皿
桃
の
う
ぶ
毛
も
涼
や
か
に

ま
た
た
び
の
葉
を
ひ
る
が
え
す
沼
の

風ゴ
ン
ド
ラ
の
空
遥
か
な
り
夏
白
根

摺
渕
　
　
　
木
村
佳
江

夏
草
を
刈
り
て
仏
の
背
の
伸
び
ぬ

雨
の
あ
と
燕
つ
ば
め
の
夕
間
暮
れ

子
燕
の
巣
に
あ
ふ
れ
け
り
親
を
待
つ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

絵
日
傘
を
た
た
む
句
会
の
玄
関
に

早
逝
の
句
友
を
送
る
梅
雨
晴
間

青
り
ん
ご
白
壁
土
蔵
に
窓
ひ
と
つ

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

夕
立
ち
の
置
き
土
産
か
な
虹
の
橋

夏
盛
り
山
を
震
は
す
尾
瀬
太
鼓

梅
雨
晴
や
バ
ザ
ー
ル
広
場
顔
と
顔

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

花
菖
蒲
一
言
ほ
め
て
宅
配
夫

喜
雨
の
来
て
袖
を
ま
く
り
て
打
た
せ

み
し

梅
雨
明
け
て
視
野
は
心
を
清
ら
か
に

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

登
校
の
子
ら
声
弾
む
梅
雨
晴
間

沙
羅
の
花
咲
い
て
静
も
る
寄
居
山

梅
雨
に
濡
れ
睫
毛
閉
じ
け
り
合
歓
の

花

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

ふ
ら
こ
こ
の
忘
れ
し
帽
子
梅
雨
し
ぐ

れ紫
陽
花
の
藍
を
揺
ら
し
て
雨
兆
す

名
刹
の
石
畳
ゆ
く
四
十
雀

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
入
れ
て
喜
び
夢
の

中雨
止
め
ば
す
で
に
夏
日
や
せ
み
の
声

青
空
に
は
じ
け
て
咲
き
し
は
な
し
よ

う
ぶ

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

台
風
に
濡
れ
て
御
輿
の
夜
道
行
く

濁
流
に
削
る
川
路
を
変
え
て
行
き

軒
雫
夏
を
奏
で
る
赤
と
ん
ぼ

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

さ
っ
ぱ
り
と
朝
が
ほ
と
言
ふ
朝
の
顔

梅
雨
武
尊
台
風
去
り
て
そ
び
え
た
る

夏
場
所
や
は
た
か
れ
て
は
や
腹
に
土

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

蝉
の
声
空
押
し
上
げ
て
鳴
き
競
う

植
え
了
へ
て
棚
田
天
に
風
近
し

解
禁
日
ア
ユ
光
舞
う
川
面
か
な

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

夏
草
を
分
け
て
憩
い
の
自
由
席

風
わ
た
る
山
家
の
夕
べ
七
変
化

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

友
の
葬
額
あ
じ
さ
い
の
花
白
し

干
し
物
の
庭
い
っ
ぱ
い
の
梅
雨
晴
間

田
草
取
る
動
き
に
蝌
蚪
の
陣
変
り

9
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●日　時：2002年８月20日（火）、21日（水）
●場　所：片品村　越本地区
●集　合：越本分校
●対　象：小学生、中学生
●スケジュールと内容
８／20（火）
6：00～ 8：00 朝の森で発見しよう！
10：00～12：00 水芭蕉の森の生きものウォッチング
13：30～15：30 片品川であそぼう！
19：00～21：00 トラップとムササビウォッチング
８／21（水）
6：00～ 8：00 夜の森で何が起こったか！
10：00～12：00 雑木林であそぼう
13：30～15：30 片品川であそぼう！
19：00～21：00 夕焼けハイクとネイチャーゲーム
●自然案内人：ＮＰＯ法人　生態教育センター　

こうすけさん
●参加スタイル
上記プログラムは、一連の流れとしてとらえてい

ますが、単体で参加していただいても、お楽しみい
ただけますので、お好きなお時間にご参加下さい。
●参加費：１日でもひとつでも１人500円
●申し込み
プログラム開始30分前までに、お申し込み下さい。
6：00～8：00のプログラムについては前日の
21：00までにお申し込み下さい。
申し込み・問い合わせ　笠原　５８－２３４８まで
●その他：１日参加　弁当持参他必要な物
●後　援：社会福祉・医療事業団（子育て支援基金）

助成

警察では、犯罪の被害にあった方などから各種悩
み事の相談を受けています。
被害の届出や事件の手続きについての疑問、ただ

話を聞いて欲しいという方でも結構です。
女性の方からは、ご希望に応じて女性警察官や女

性職員が事情をお聞きします。

～相談窓口は次のとおりですのでご利用ください～

○警察安全相談室　　　027－224－8080
○性犯罪相談電話　　　027－224－4356
○犯罪被害者相談電話　027－221－7777
○少年の悩み相談　　　027－254－3741
○暴力団犯罪等の相談　027－223－9386
○交通事故相談所　　　027－253－9222

ツウホウ　 ハ レ バ レ

ニイサン　 クミヤメロ

ミ ナ ヨ イ

また、通り魔殺人など、故意の犯罪行為により不
慮の死を遂げた被害者の遺族や、身体に重傷や重病
を負ったり、障害が残った被害者の方々のために、
国が給付金を支給する

「犯罪被害給付制度」
があります。

お問い合せは、警察本部刑事総務課・各警察署ま
でお願いします。

群馬県警察本部刑事総務課
1027－243－0110㈹

沼田警察署
10278－22－0110㈹

被害者相談窓口の積極的な利用促進
と犯罪被害給付制度について

沼田警察署

お
詫
び
と
訂
正

六
月
俳
句
会
の

春
蝉
が
鳴
い
て
賑
わ
す
牧
の
原

ブ
ナ
林
の
芽
吹
き
ま
ば
ゆ
き
裏
武
尊

の
作
者
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

（
正
）
鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������
���������������������

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品おやこ劇場　夏のもよおし　その３
おともだちをさそってみんなで森へいってみよう！

だれでもさんかできます！

片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム片品村夏の自然体験教室プログラム
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平
成
十
四
年
四
月
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
先
が
国（
社
会
保
険

庁
）に
変
わ
り
、
保
険
料
納
付
書
が

国
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
毎
月
納
付
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
納
め
忘
れ
等
で

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
険
事
務
局
が
委

託
し
た
会
社
か
ら
、
時
間
外
休
日
に

も
電
話
に
よ
る
納
付
勧
奨
を
行
う
ほ

か
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
及
び

国
で
任
用
し
た
国
民
年
金
推
進
員
に

よ
り
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
勧
奨

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
委
託
会
社
で
の
電
話
に
よ

る
納
付
勧
奨
で
は
、
被
保
険
者
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

電
話
〇
二
七
九
―
二
二
―
一
六
一
一

＊
群
馬
社
会
保
険
事
務
局

電
話
〇
二
七
―
二
五
四
―
三
二
一
一

▽
第
一
次
試
験
日

九
月
二
十
九
日（
日
）

▽
第
一
次
試
験
合
格
発
表

十
月
十
七
日（
木
）

▽
第
二
次
試
験

十
月
下
旬

▽
最
終
合
格
発
表
　

十
一
月
十
四
日（
木
）

▽
職
種

事
務
系
・
技
術
系
職
種

▽
受
験
資
格

・
Ⅱ
類
…
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
か

ら
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

・
Ⅲ
類
…
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日

か
ら
六
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

▽
申
込
期
間

八
月
十
二
日
（
月
）
〜
三
十
日

（
金
）

▽
申
込
方
法

所
定
の
出
願
用
紙

▽
出
願
用
紙
配
布
場
所

県
行
政
事
務
所
、
県
東
京
事
務
所

広報かたしな H14. 8

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
方
に
は

電
話
等
に
よ
る
納
付
勧
奨
を
実

施
し
て
い
ま
す

沼田行政事務所総務経済部では、みなさんに県有

施設を見学していただき、県政をより身

近に感じていただくために、「やまどり

号一日見学」を実施します。

ただいま、参加者を募集しておりますので、多数

の方のご応募をお待ちしています。

と　　き 平成14年10月10日（木）

午前８時50分集合　利根沼田文化会館

南側駐車場

午前９時出発、午後４時帰着予定

見学先 ・観音山ファミリーパーク

・群馬県警察本部

・群馬県庁（昭和庁舎、新庁舎）

自由散策

参加費用 無料（昼食は各自で用意してください。）

参加資格 利根沼田地域にお住まいの方

定　　員 45人（定員を超えた場合は抽選）

応募方法 平成14年９月23日（月）までに、往復

はがき（１人１通）に、住所、氏名、年

齢、性別、職業、電話番号を記入のうえ、

下記にお申し込みください。

申込み・問い合わせ先
〒378－0053 沼田市東原新町1801

沼田行政事務所総務経済部

「やまどり号一日見学係」

1 ２２－４３３８

県内を走る路線バス（市町村乗合バスを含む）及
び上信電鉄・上毛電鉄・わたらせ渓谷鐵道の各事業
者は、10月27日（日）に県庁で開催する「公共交
通フェア」を記念して、実際に小・中学生の皆さん
にバスや電車に乗ってもらい、その感想などを寄せ
てもらう体験モニターを募集する。

〇応募資格 県内の小・中学生
〇体験乗車日 平成14年10月27日（日）当日限り
〇乗車可能範囲 県内を走る全ての路線バス、上信
電鉄・上毛電鉄・わたらせ渓谷鐵道全線

〇特　典 ・モニターの人には、「ぐんまのバス・
電車体験キップ」（１枚で小・中学生２名まで利
用できる）を送付する。

・体験乗車日にモニター券を提示すれば、乗車可能
範囲内の全ての路線バス・電車が無料で利用でき
る。

・公共交通フェア会場でモニター券を提示すると、
福引きに参加できる。

〇募集期間 ８月１日（木）～９月30日（月）まで
〇募集人員 500人（先着順）
〇申し込み方法 ハガキに、郵便番号・住所・氏
名・学校名・学年・電話番号を明記し郵送する。

〇申し込み先 群馬県企画部交通政策課地域交通グ
ループ
（〒371-8570 前橋市大手町1-1-1

1 027－226－2383）

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

公共交通フェア記念「バス・電車体験乗車　　　
モニター（小・中学生）募集」

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験

県
職
員
採
用
Ⅱ
類
・

Ⅲ
類
試
験



�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

���������������������������������������������������

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H13．８．12生）

星野　明・文子 さん（東小川）のお子さん

命名

人口と世帯(平成14年７月１日現在)世帯数 1,790世帯(±０) 男 2,999人(±０) 女3,096人(－１) 計6,095人(－１）

フレッシュ・ヤング No.89

萌

将来どんな人になってほしいですか
名前のように明るく、

楽しく、前向きな人生
を送って欲しいと願っ
ています。

くん（H13．８．20生）

鏑木武幸・恵 さん（土出）のお子さん

命名
光

住 谷 真 里さ
ん 鎌田（22才）

お
め
で
た

�

星
野
　
且
好
　
男
　
　
駿
　
　
土
　
出

宮
田
　
良
宏
　
男
　
幸
　
来
　
東
小
川

桑
原
　
　
浩
　
女
　
詩
　
萌
　
築
　
地

星
野
　
勝
彦
　
女
　
真
　
生
　
須
賀
川

浦
野
　
政
行
　
女
　
心
　
豊
　
花
　
咲

星
野
　
　
聡
　
男
　
颯
　
汰
　
花
　
咲

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
六
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
九
人

○
須
　
藤
　
光
　
男

東
小
川

石
　
原
　
礼
　
子

千
葉
県

○
深
　
町
　
正
　
敏

栃
木
県

星
　
野
　
博
　
美

花
　
咲

○
須
　
藤
　
　
　
剛

越
　
本

佐
々
木
　
裕
美
子

宮
城
県

○
日
　
野
　
幸
　
二

鎌
　
田

木
　
村
　
順
　
子

沼
田
市

三
　
田
　
志
　
暁

太
田
市

○
入
　
澤
　
す
み
江

越
　
本

○
吉
　
澤
　
直
　
哉

摺
　
渕

寺
　
村
　
薫
　
美

神
奈
川
県

((((((

宮
田
　
ま
ち
　
八
三
歳
　
東
小
川

倉
田
と
く
子
　
六
三
歳
　
東
小
川

松
井
　
卓
治
　
七
四
歳
　
築
　
地

星
野
　
い
ね
　
八
七
歳
　
鎌
　
田

柳
　
　
久
男
　
七
一
歳
　
下
　
平

大
竹
　
喜
美
　
八
九
歳
　
菅
　
沼

吉
野
ア
サ
子
　
八
〇
歳
　
越
　
本

戸
丸
　
よ
ね
　
七
三
歳
　
花
　
咲

高
橋
　
は
る
　
一
〇
三
歳
　
下
　
平

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
六
人

六
月
二
十
日
〜
七
月
十
九
日

■両親の名前：隆男、春美
■職業は何ですか：４月から健康管理センターで保健
師として働いています。早く仕事を覚え、少しでも
お役に立てるようにがんばりますのでよろしくお願
いします。

■趣味は何ですか：ドライブです。４月から片品に住
むようになったので、片品探索を楽しんでいます。
また、昨年から、スノーボードをはじめたので、今
年は、かっこよく滑れるようになりたいです。

■片品をどう思いますか：自然が豊かで、心がなごむ
村だと思います。そして、人がみんなあたたかく、
パワフルな村だと思います。私もみなさんに負けず
パワー全開で仕事に、遊びにがんばります。これか
らも、もっと活気ある村になっていくといいと思い
ます。

■好きな異性のタイプ：前向きな人。

ひかり

もゆ

すみ　 や　　ま り

し
ゅ
ん

こ
う
　
　
き

し

ほ

ま
　
　

い

み
　
　

と

そ
う

た

人の気持ちのわかる
やさしくて強い、男の
子にも負けないくらい
元気な子になってほし
いです。

10

広報かたしな H14. 8

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

夏らしく明るい名前
をつけたくて「ヒカリ」
にしました。

国民健康保険税

村 県 民 税

納期は９月２日です

第５期

第２期

今月の納期は

女の子だったら「も」
のつく名前にしたくて
本でさがしていたら
「萌」という名前があり
字も書きやすくてかわ
いいなと思って名付け
ました。




